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12
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例
会

            

会
期
日
程（
案
）

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14

義援金

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

12

㊋
日
５
月

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

12

㊎
日
８
月

議
会
本

疑
質

12
月
11

㊊
日

休　
会

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

12
月
12

㊋
日

休　
会

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

12
月
13

㊌
日

休　
会

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

12
月
18

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
19

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
20

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

12
月
22

㊎
日

議
会
本

・
告
報
長
員
委

会
閉・
決
採・
論
討

NEWS
各
分
野
の
次
世
代
育
成

読まれる議会広報を
目指して！

天草市議会ニュース

【
天
草
島
の
交
通
網
整
備
に
つ
い
て
】

■池田  

天
草
五
橋
一
本
に
頼
る
状
況
は

日
常
生
活
や
観
光
客
誘
致
に
も
限
界
が

あ
る
。
天
草
か
ら
の
抜
け
道
「
三
県
架

橋
」「
天
草・八
代
架
橋
」「
御
所
浦
架
橋
」

の
整
備
。
県
平
均
よ
り
低
い
県
道
の
整

備
。
本
渡
港
〜
熊
本
航
路
の
再
開
は
で

き
な
い
か
。■建設部長  

整
備
水
準
が
県
平
均
並
み

に
な
る
よ
う
要
望
を
続
け
る
。

■地域振興部長  

数
多
く
の
課
題
が
あ

る
た
め
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
利
用
希
望
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
詳
細
な
需
要
調
査

の
実
施
を
検
討
す
る
。

【
世
界
遺
産
を
活
か
す

観
光
対
策
に
つ
い
て
】

■池田  
世
界
遺
産
登
録
が
来
年
に
判
定

さ
れ
る
。﨑
津
教
会
が
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、﨑
津
地
域
は
１
つ
の
点
で
あ
る
。

天
草
全
域
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
仕
掛
け

が
必
要
。
取
り
組
み
は
十
分
か
。

■観光文化部長  

天
草
の
エ
リ
ア
・
テ

ー
マ
別
に
４
つ
の
観
光
コ
ー
ス
を
提

案
。
ト
イ
レ
や
駐
車
場
・
案
内
看
板
の

設
置
、
改
修
を
進
め
て
い
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
、
お
も
て
な
し
運
動
を
続

け
て
行
く
。■建設部長・経済部長  

大
江
地
区
の

教
会
線
の
拡
幅
や
臭
気
に
つ
い
て
は
観

光
客
か
ら
の
意
見
要
望
は
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。

【
天
草
雑
木
の
活
用
に
つ
い
て
】

■池田  

牛
深
の
雑
節
は
日
本
一
。
天
草

樫
も
槍
の
柄
と
し
て
日
本
一
。
雑
節
の

製
造
に
必
要
な
薪
を
納
入
す
る
伐
採

業
の
皆
さ
ん
は
個
人
業
が
多
い
。
安
全

講
習
や
斡
旋
窓
口
を
開
設
し
支
援
で
き

な
い
か
。■経済部長  

雑
節
の
生
産
量
は
１
万

１
，０
０
０
ト
ン
。
水
産
向
け
の
薪
は
、

年
間
約
１
万
２
，５
０
０
㎥
の
需
要
量
。

薪
の
生
産
者
数
29
経
営
体
（
内
個
人
業

21
）。
山
林
斡
旋
の
取
次
窓
口
や
組
織

化
を
含
め
支
援
策
を
検
討
す
る
。

※
雑
節
…
カ
ツ
オ
節
を
除
く
サ
バ
節
や
イ
ワ

シ
節
な
ど
の
総
称
。

「
天
草
島
の
交
通
網
整
備
」「
世
界
遺
産
を
活
か
す

観
光
対
策
」「
天
草
雑
木
の
活
用
」
に
つ
い
て

一般質問
そこが

聞きたい！これを
問いたい！

蓮池 良正
議員

【
農
林
漁
業
親
元
就
業
支
援
状
況
】

■蓮池  
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
農
林
漁

業
の
親
元
就
業
支
援
は
、
形
を
変
え
た

雇
用
創
出
に
ど
の
程
度
貢
献
し
て
い
る

か
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

■経済部長  
９
月
１
日
現
在
、
申
請
件

数
が
10
件
、
認
定
件
数
が
８
件
。
子
や

孫
の
若
い
世
代
の
就
業
は
、
新
た
な
雇

用
の
場
創
出
に
な
っ
て
い
る
。

【
来
年
度
か
ら
の
コ
メ
生
産
方
向
】

■蓮池  

２
０
１
８
年
度
か
ら
農
業
分
野

で
は
、
コ
メ
の
生
産
調
整
が
形
を
変
え

て
、
減
反
が
な
く
な
る
。
天
草
で
も
農

家
の
生
産
す
る
作
目
で
は
水
稲
＝
コ
メ

が
上
位
に
く
る
と
思
う
。
主
食
で
あ
る

こ
と
に
は
違
い
な
く
、
住
民
の
食
生
活

を
支
え
る
大
切
な
部
門
。
気
に
な
る
の

は
、
生
産
そ
の
も
の
を
少
人
数
の
生
産

者
や
集
落
営
農
組
織
に
集
中
さ
せ
る
こ

と
も
狙
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
農
家
が

農
作
業
か
ら
は
解

放
さ
れ
た
と
し
て

も
、
農
家
所
得
や

食
生
活
で
多
く
を

占
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
具
体

　天草市議会では、議会改革の一環として「あ
まくさ市議会だより」を平成24年に創刊し、こ
れまで21号を発行してきました。より議会を身
近に感じてもらえるよう、定例会の内容や議員
の活動について掲載してきましたが、まだまだ
住民の皆さんに十分浸透していないと感じるこ
とが多くありました。
　そこで、より読まれる議会広報紙になるテク
ニックを学ぶべく、７月27日に東京都で開催さ
れた「議会広報セミナー」に広報広聴委員会の
委員４名が参加しました。
　セミナーでは、全国の議会広報紙に精通し広
報コンクールの審査員も務める吉村潔氏が講師
を務め、第１部は全国で進む議会広報改革の現
状や課題、先進事例の紹介が行われました。ま
た、第２部では、広報制作のノウハウやテクニ
ックなど実践的な講義が行われ、「あまくさ市
議会だより」を題材に良い点や改善点の指摘を
受けました。

化
の
方
向
に
懸
念
を
持
つ
が
。

■経済部長  

主
食
用
米
に
係
る
直
接
支

払
い
交
付
金
が
、
反
当
り
７
，５
０
０

円
、
平
成
28
年
度
の
交
付
額
は
約
７
，

７
７
０
万
円
。
こ
の
交
付
金
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
で
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
市

で
は
、
中
核
農
家
や
農
業
法
人
へ
の
農

地
集
積
を
進
め
、コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
、

高
収
益
作
物
導
入
を
進
め
る
。

【
天
草
の
特
性
を
生
か
し
た

産
業
振
興
を
探
求
し
て
い
く
べ
き
】

■蓮池  
中
小
企
業
白
書
で
は
、
事
業
所

数
の
減
少
を
指
摘
。
天
草
市
で
も
、
事

業
所
数
・
従
事
者
数
共
に
減
少
し
て
き

て
い
る
。
天
草
の
特
性
を
活
か
し
た
産

業
振
興
方
策
の
研
究
を
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
と
り
わ
け
、
建
設
業
等

で
も
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
行
中
で
あ

り
、
若
年
層
の
定
着
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
議
論
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
市
役
所
別
館
に
は
、
以
前
職

業
訓
練
校
が
あ
っ
た
が
、
市
内
に
は
旧

高
校
跡
地
等
も
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
の
活

用
が
求
め
ら
れ
る
。

■経済部長  

平
成
27
年
か
ら
地
元
企
業

合
同
説
明
会
等
で
定
着
を
図
っ
て
い
る
。

池田 裕之
議員

九州北部豪雨災害に義援金
　７月５日から６日かけての集中豪雨により発生した平成29年７月
九州北部豪雨では、福岡県朝倉市や大分県日田市などで甚大な被害
が発生しました。
　天草市議会では、被災地の１日も早い復興を願い、全議員から義
援金を募り、九州議長会を通じて被災地へ送りました。

　今回のセミナーを受講し、住民の皆さ
んに読んでいただくためには、多くの改
善が必要であると感じました。まずは手
に取ってもらえるよう表紙や記事のデザ
イン性を高めること、住民の皆さんが興
味ある内容を議会の視点から掲載するこ
と、市民の方が多く登場する住民参加型
の広報紙にすることなど、やるべきこと
は多くあります。
　住民の皆さんに「読まれる広報紙」と
なれるよう、広報広聴委員会が一致団結
して一歩ずつ努力していく必要があると
感じました。

多くの改善点を一歩ずつ

セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
す

※


